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平成22年　　　 
稲敷市議会臨時会

　平成２２年第 1回稲敷市議会臨時会が市長の招集により、１２月２２日に開か
れました。
　本臨時会は１２月１２日の市議会議員一般選挙後、初の議会となるため、地方
自治法第１０７条の規定により、関川初子議員が臨時議長を務め開会宣告され、
議長選挙を行いました。
　その後、新議長の議事進行のもとで副議長の選挙から一部事務組合議会への
議員選挙まで、議会の構成に係わる諸案件が決定されました。
　また、市長からは監査委員の選任案件が提出され、全会一致により原案同意し、
新しい議会体制がスタートいたしました。

○議長選挙　　　　　　　　　　　　　○副議長選挙
　　長　坂　太　郎　議員　当選　　　　　高　野　貴 世 志　議員　当選

　その他、議会構成等に関する結果については左記をご参照ください。
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議案番号 件　　　名 審議結果

選 挙 第 1 号 議長選挙 選　　挙

議席の指定について 決　　定

選 挙 第 2 号 副議長選挙 選　　挙

常任委員会委員の選任について 選　　任

常任委員会正副委員長の互選について 決　　定

議会運営委員会委員の選任について 選　　任

議会運営委員会正副委員長の互選について 決　　定

議会だより編集委員会委員の選任について 選　　任

議会だより編集委員会正副委員長の互選について 決　　定

選 挙 第 3 号 江戸崎地方衛生土木組合議会議員選挙 選　　挙

選 挙 第 4 号 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会議員選挙 選　　挙

選 挙 第 5 号 龍ヶ崎地方衛生組合議会議員選挙 選　　挙

選 挙 第 6 号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙 選　　挙

議 案 第 84 号 監査委員の選任について 原案同意

臨 時 会 報 告



3 稲敷市議会だより　第23号

臨 時 会 報 告

　　○常任委員会 … 条例改正による議員定数の変更に伴い、委員会名及び構成人数を変更する
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務教育常任委員会
（８名）

大湖 金四郎 山本 彰治 堀口正良　根本　保　坂本　源　柳町政広
高野貴世志　根本光治

所管する
部 署 課

市長公室（秘書広聴課　政策審議室　企画課）
総務部（総務課　財政課　管財課　各総合窓口）
会計課　監査委員　議会事務局
教育委員会（教育総務課　学校教育課　生涯学習課　各給食センター
　　　　　　各公民館　あずま生涯学習センター　図書館　歴史民俗資料館）

市民福祉常任委員会
（７名）

浅野 信行 山口 清吉 遠藤一行　黒田　正　長坂太郎　山下恭一　岡沢亮一

所管する
部 署 課

市民生活部（市民課　税務課　納税課　保険課　生活環境課）
保健福祉部（社会福祉課　保護室　高齢福祉課　児童福祉課　
　　　　　　いこいのプラザ　認定こども園　桜川保育所　健康増進課）

産業建設常任委員会
（７名）

篠崎 力夫 関川 初子 根本勝利　木内義延　伊藤　均　松戸千秋　篠田純一

所管する
部 署 課

産業建設部（農政課　商工観光課　建設課　道路維持課
　　　　　　都市計画課　下水道課）農業委員会
水道局（工務課　業務課）

　　○その他の委員会 … 上記同様、議員定数の変更に伴い構成人数を変更する
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（６名）

木内 義延 坂本　源 山下恭一　浅野信行　篠崎力夫　大湖金四郎
主な所管業務 市議会の運営全般に係る方針や取り決め等

議会だより編集委員会
（６名）

根本　保 松戸 千秋 浅野信行　篠崎力夫　大湖金四郎　岡沢亮一
主な所管業務 議会だより発行に関する編集業務及び議会広報活動等

　　○一部事務組合議会等 選出議員
一部事務組合名 選　出　議　員

江戸崎地方衛生土木組合
（6名）

黒田　正　根本勝利　堀口正良　山下恭一　伊藤　均　根本光治

主な所管業務 ごみ処理施設の設置管理、一般廃棄物の収集運搬業許可、火葬場およ
び斎場（聖苑香澄）の管理運営、公共的土木事業に関する事務

稲敷地方広域
市町村圏事務組合

（4名）

柳町政広　関川初子　松戸千秋　岡沢亮一

主な所管業務 広域市町村圏計画策定、広域消防、養護老人ホーム（松風園）の管理運営、
老人福祉センターの管理運営、職員の共同研修

龍ヶ崎地方衛生組合
（4名）

山口清吉　坂本　源　山本彰治　篠田純一
主な所管業務 し尿処理に関する事務

茨城県後期高齢者医療広域連合
（１名）

長坂太郎
主な所管業務 後期高齢者医療制度に関する事務

　　○監査委員
議会選出監査委員 遠藤 一行
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就任のごあいさつ

議　長　長 坂 太 郎

副議長　高野 貴世志
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山 口 清 吉 遠 藤 一 行 黒 田　 正 根 本 勝 利 堀 口 正 良

山 下 恭 一 根 本　 保 坂 本　 源 浅 野 信 行

篠 崎 力 夫 柳 町 政 広

篠 田 純 一

大湖 金四郎 伊 藤　 均

根 本 光 治 山 本 彰 治

木 内 義 延

関 川 初 子

松 戸 千 秋 岡 沢 亮 一

議 員 紹 介
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　平成２２年第４回稲敷市議会定例会が１１月１６日から２６日までの１１
日間にわたり開かれました。
　市長より提出された議案は、専決処分の承認案件 1件、条例の制定、
改正案2件、各会計の補正予算案８件、そのほか工事請負契約の締結等
を含め合計１３案件でした。
　また、最終日には追加議案として市長から議案２件、議会からは議員提
案として発議3件が提出されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
１１月１６日（火）開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（１３議案）。
（１１月１７日は議案調査のため休会）

１１月１８日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【７名】
議案に対する通告質疑【１名】
審査のため各常任委員会へ議案１３件を付託する。
（１１月１９日は議案調査のため休会）

１１月２２日（月）常任委員会による付託議案審査
【市民生活常任委員会・産業建設常任委員会】

（１１月２３日：勤労感謝の日）
１１月２４日（水）常任委員会による付託議案審査

　　　　【総務常任委員会・教育福祉常任委員会】
（今定例会の議事整理のため１１月２５日は休会）

１１月２６日（金）市長から議案２件、また議員提案議案３件が追加提出される。
各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。
議案１３件に対して討論、採決を行う。
追加議案件について市長より説明を受け、各議案に対し質疑、
討論、採決を行う。また、議員提案議案について提出者から説
明を受け、質疑、討論、採決を行う。
閉会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第69号

専決処分の承認を求めることにつ
いて
（平成 22年度稲敷市一般会計補正
予算（第3号））

新型インフルエンザワクチン接種に対す
る国の助成制度が創設されたことによる
新規事業費の計上と、新利根地区新設小
学校の基本設計業務委託費を翌年へ繰り
越す繰越明許

総　　務
教育福祉

原案承認

議案第70号
稲敷市バイオマス利活用推進委員
会設置条例の制定について

稲敷市バイオマスタウン構想に伴い、今
後のバイオマス利活用に向けて、具体的
方策を検討する機関を設置するもの

市民生活 原案可決
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平成平成２２２年 第４回 ２年 第４回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

市長等及び職員の期末手当減額
職員給与の減額を可決！
市長等及び職員の期末手当減額市長等及び職員の期末手当減額
職員給与の減額を可決！職員給与の減額を可決！

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第71号
稲敷市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

稲敷市政治倫理条例の施行、およびバイ
オマス利活用推進委員会設置条例の制定
に伴い、各委員の報酬及び費用弁償を定
めるもの

総　　務 原案可決

議案第72号
平成 22年度稲敷市一般会計補正
予算（第 4号）

予算総額を１９０億２８２０万４千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第73号
平成 22年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第2号）

予算総額を５５億５６９９万３千円とする 市民生活 原案可決

議案第74号
平成 22年度稲敷市，稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特別
会計補正予算（第1号）

予算総額を３５万３千円とする 総　　務 原案可決

議案第75号
平成 22年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第3号）

予算総額を４億７７８８万６千円とする 産業建設 原案可決

議案第76号
平成 22年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を１９億９８２８万４千円とする 産業建設 原案可決

議案第77号
平成 22年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第2号）

予算総額を２７億２０３０万４千円とする 教育福祉 原案可決

議案第78号
平成 22年度稲敷市基幹水利施設管
理事業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を１億２１７４万円とする 産業建設 原案可決

議案第79号
平成 22年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第2号）

予算総額を８億１８９１万７千円とする 市民生活 原案可決

議案第80号 工事請負契約の締結について

契約内容：新利根中学校屋内運動場耐震
補強及び大規模改修工事

契約金額：２億４９９０万円
（特定建設工事共同企業体による一般競争入札）

総　　務 原案可決
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質問者　平　山　　寧　議員

議 案 質 疑

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第81号 市道路線の認定について

県道 稲敷阿見線の改良に伴う認定 ：　
江戸崎1447号線、1448号線
売買による認定 ： 江戸崎1449号線
寄付行為による認定 ： 江戸崎 2479号線

産業建設 原案可決

議案第82号
稲敷市職員の給与に関する条例等
の一部改正について

国家公務員の俸給月額、期末・勤勉手当
等の額の引き下げ改定に伴い、市職員給
与の関係条例を同様に改定するもの

― 原案可決

議案第83号
稲敷市特別職の職員で常勤のもの
の給与及び旅費に関する条例等の
一部改正について

国家公務員に準じた一般職員の期末手当
の減額に伴い、市長、副市長、教育長の
期末手当支給額を改定するもの

― 原案可決

発議第 5 号
稲敷市議会委員会条例の一部改正
について

提出者　　長　坂　太　郎 ― 原案可決

発議第 6 号
稲敷市議会だより発行に関する条
例の一部改正について

提出者　　長　坂　太　郎 ― 原案可決

発議第 7 号
稲敷市議会会議規則の一部改正に
ついて

提出者　　長　坂　太　郎 ― 原案可決

　議案第80号　工事請負契約の締結について
　 問 　以下 3項目について説明を求める。
　　　　①契約相手方 2社の資本金、従業員数、最近 3年間の企業利益、稲敷市からの受注実績に

ついて。
　　　　②入札参加の共同事業体 3社の応札価格を示してほしい。
　　　　③税込落札率 95.21％という高落札率をどう考えるか。

　答弁　（総務部長）

答①　
　＊細谷建設工業株式会社
　　・資本金 5000 万円
　　・技術職員数 38人
　　・受注実績　H19：2億 5830 万円
　　　　　　　　H20：3003 万円
　＊松丸工業株式会社
　　・資本金 5000 万円
　　・技術職員数 29人
　　・受注実績　なし
　＊両社分とも従業員数、最近 3年間の利益に関する資料把握なし
答②　
　・羽原・櫻井共同企業体：2億 4500 万円
　・常総・大地共同企業体：2億 4000 万円
　・常磐・篠崎共同企業体：2億 3950 万円

　　　　答③　入札書とあわせて工事費内訳書の提出を求めていますが、各共同企業体と
も設計・仕様書に基づいた適正な入札結果と捉えています。



第
４
回
定
例
会
に
は
、
７
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

9 稲敷市議会だより　第23号

市
政
を
問
う

市
長
は
庁
舎
建
設

を
見
直
す
こ
と
を

公
約
に
し
て
当
選
さ
れ
、

19
ケ
月
が
経
過
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
一
般
質
問
や
議

会
全
員
協
議
会
等
で
、
新

庁
舎
建
設
の
審
議
は
十
分

に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。

　

市
長
は
、
建
設
方
針
を

明
確
に
し
て
公
表
す
る
時

期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
か
お
尋
ね

し
た
い
。

河
内

新
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度

中
の
供
用
開
始
を
目
途
に

江
戸
崎
西
高
跡
地
に
建
設

し
、
事
業
費
は
耐
震
化
さ

れ
た
既
存
校
舎
１
棟
を
活

用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

当
初
の
事
業
費
46
億
円
か

ら
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

整
備
方
針
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
今
期
定
例
議
会

終
了
後
、
広
報
紙
等
を
通

じ
て
市
民
の
皆
様
に
周
知

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
長

山 本 祐 子
議　員

Web図書館の
導入を考えてはどうか
田口市長  他の動向を踏まえ

検討していく

新
庁
舎
建
設
の
方
針
を

明
確
に
す
べ
き

田
口
市
長 

定
例
会
終
了
後
に
周
知
し
て
い
く

河 内 喜 和
議　員

活字離れが進む中、電子書
籍が注目されています。イ

ンターネットを使って、24時間い
つでも貸出、返却ができ、また図書
を収納するスペースを確保する必要
もなく、従来の図書館建設に比べて
少額ですむＷe b図書館を導入する
考えはないか。

一般的に従来の図書館と比

べると低コストであると言

われていますが、運営面で必ず低コ

ストになると言えない部分もあり、

課題等もあります。県内でも、開設

予定の図書館はなく、まだ検証の段

階であるようです。

　今後の電子書籍を含む電子メディ

アや他の動向を踏まえ検討していき

たいと考えています。

山本 市長
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一
般
質
問

平 山　 寧
議　員

たばこは健康に有害であるというこ
とが医学的にも明らかにされてきて

いるにも関わらず、市が補助金等を支出し
ている団体があり、販売促進に協力してい
る。整合性に欠けるので即刻廃止すべきと
思うが、市長の考えを聞きたい。

喫煙は、市民の健康維持を阻害する

要因であると認識しています。本市

のたばこ税は、平成 21 年度決算で約３億円

の歳入があり、安定した財源となっていま

す。この団体は、地元での販売促進を目的

として小売店の取りまとめ的な役割を担う

とともにイベント等でのＰＲ、喫煙場所の

設置活動、市内全域の清掃活動を実施して

います。その活動に対する補助です。

業
務
委
託
件
数
及

び
金
額
が
非
常
に

多
く
、
職
員
の
仕
事
量
が

減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
。

　

業
務
委
託
を
行
う
た
め

の
判
断
基
準
、
規
約
等
は

あ
る
の
か
、
現
状
で
の
改

善
点
は
何
か
お
尋
ね
し
た

い
。

委
託
業
務
を
発
注

す
る
際
は
、
事
務

取
扱
要
領
に
基
づ
い
て
契

約
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

委
託
範
囲
の
必
要
性
の
判

断
は
担
当
部
署
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
効
率
的
な
財
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
業

務
委
託
料
の
適
正
な
設
定
、

施
設
の
維
持
管
理
業
務
委

託
の
集
約
な
ど
、
見
直
せ

る
点
は
さ
ら
に
見
直
し
を

行
い
、
適
切
な
業
務
委
託

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

平
山

部
長

委
託
件
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

総
務
部
長

適
切
な
業
務
委
託
に
努
め
る

そ
の
他
、
稲
敷
市
の
美

観
保
持
に
つ
い
て
の
質

問
も
あ
り
ま
し
た
。

補助金廃止を求めたい
田口市長  検討事項の一つと認識している

平山 市長



11 稲敷市議会だより　第23号

市
政
を
問
う

大湖 金四郎
議　員

認
定
こ
ど
も
園
開

設
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
保
護
者
か
ら
は
就

学
前
教
育
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
関
す
る
不
安
の
声

が
聞
か
れ
る
。
こ
ど
も

園
の
今
後
の
取
組
み
や

位
置
づ
け
、
養
護
職
員

の
配
置
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。認

定
こ
ど
も

園

は

幼

稚

園
と
保
育
園
の
良
さ
を

生
か
し
た
、
総
合
的
な

子
育
て
施
策
の
展
開
を

図
る
た
め
に
誕
生
し
た

施
設
で
す
。
今
後
、
保

護
者
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
場
を
設
け
て
不
安

や
疑
問
を
改
善
し
な
が

ら
園
運
営
に
生
か
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い

大
湖

ま
す
。
就
学
前
教
育
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
教
育

的
観
点
か
ら
連
携
し
、
補

完
し
合
い
な
が
ら
幼
児
の

認
定
こ
ど
も
園
の
取
組
み
は

坂
本
教
育
長 

保
護
者
の
意
見
を
生
か
し
た
い

教
育
長

下水道利用の受益者分担金や使用料
の必要なことを知らない市民がおり、

施設整備の推進以上に加入率が問題で、財政
を逼迫しかねないことが危惧される。
加入促進については十分な説明が必要だがど
う考えるのか。何を基準に工事計画を決定し
ているのかを伺う。

下水道供用開始から３年以内の接続

が義務付けされていますが、罰則や

強制力がなく説明会や戸別訪問により説明し

ていきます。３年以内に接続すると５％から

10％の工事費助成があります。

　整備計画区域は地区要望・実現性・効率性

や管渠接続の連続性等を考慮して決定します

が、住民要望を的確に把握しながら整備を進め、

加入促進にも力を入れていきたいと考えます。

下水道整備の基準は
産業建設部長  住民要望を的確に把握して整備を

部長
大湖

その他、農政課での農道整備に関する質問が

ありました。

教
育
・
保
育
を
進
め
、
幼

保
一
元
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
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一
般
質
問

埜 口 正 雄
議　員

企
業
誘
致
に
よ
る

経
済
的
効
果
は
も

と
よ
り
、
人
口
増
や
そ
れ

に
付
随
す
る
利
点
は
計
り

知
れ
な
い
。

　

し
か
し
市
長
就
任
後
、

江
戸
崎
工
業
団
地
の
進
展

が
見
ら
れ
な
い
。
市
長
・

副
市
長
は
自
ら
開
発
公

社
や
企
業
局
へ
の

陳
情
に
何
回
出
向

埜
口

い
て
い
る
の
か
。
つ
い
で

や
名
刺
で
済
ま
せ
て
し
ま

う
よ
う
な
訪
問
で
は
な
く
、

積
極
的
に
足
を
運
ん
で
面

会
し
て
一
歩
で
も
前
進
で

き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
企

業
の
誘
致
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

市
長

工
業
団
地
に
対
す
る
認
識
は

田
口
市
長 

地
元
雇
用
の
充
実
し
た
企
業
誘
致
を

企
業
誘
致
の
件
で

知
事
と
３
回
ほ
ど

協
議
し
ま
し
た
が
、
市
独

自
の
誘
致
施
策
の
必
要
性

を
痛
感
し
、
県
内
で
分
譲

中
の
27
工
業
団
地
、
約
６

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
か

ら
当
市
を
選
択
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
特
色
あ
る

優
遇
措
置
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
地
元
雇

用
の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、

多
く
の
雇
用
が
発
生
す
る

企
業
の
選
定
と
、
手
厚
い

優
遇
措
置
ア
ピ
ー
ル
へ
の

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高野 貴世志
議　員

旧校舎を利用した庁舎建設が決まっ
たような新聞報道により、市民に誤

解が生じたのではないか。議会の勉強会途
中での報道発表は非常に遺憾に思う。
　基本設計の提出期限、旧西高校舎の耐震
診断費用額及び契約の状況と調査内容、旧
校舎の耐用年数を 30 年とする算出根拠等
について尋ねる。
　また 100人市民会議での設計士のアドバ
イス経費は当初の契約経費に含まれている
のか、庁舎を利用する職員の意見は聞いて
いるのかを伺いたい。

基本設計は今年度中に完了させたい。

旧校舎は平成９年に耐震改修工事済

ですが、コンクリートの中性化進行状況検査

と強度測定については設計業務中の、約 200

万円で実施しています。

　建物や敷地利用計画は基本設計計画後に

具体的に検討していくことになると思いま

す。

旧校舎の耐用期間 30 年はコ

ンクリートコア抜き工事によ

り、強度と劣化の試験を行った結果による

ものです。

　市民会議でのコンサル的な業務について

は、新庁舎を見直す業務として一連の契約

の中で対応しています。また職員の意見に

ついても確認していきたいと思っています。

新庁舎設計計画を問う
田口市長  今年度中の基本設計完了を目指す

高野

市長

市長公室長
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市
政
を
問
う

浅 野 信 行
議　員

厳しい経済情勢を受け、子育てをし
ながら働きたい母親がふえているが、

保育園待機児童の現況はどうなのか。
待機児童ゼロに向けての取組みと、兄弟姉
妹の同一保育所入所等による保護者の負担
軽減対策や、安心して産み育てる環境整備
に向けての支援施策について伺いたい。

11 月現在の待機児童は 28 名で、昨

年同月と比べ 24 名増えており、主

に低年齢児です。今後、各保育園の定員見

直しや、乳幼児保育の条件整備を行い待機

児童解消を図っていきます。

　兄弟での途中入所は年齢により同一施設

の困難はありますが、出来る限り調整を図

り一緒に受入れております。

　子育て支援策として放課後児童クラブや

地域子育て支援拠点事業の拡充、子育てハ

ンドブックの作成、一時的に幼児を預かる

ファミリーサポートセンターの開設など、

きめ細やかな子育て支援を目指してまいり

ます。

保育園待機児童と子育て支援対策は
田口市長  待機児童解消を図る

浅野 市長
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
議
案

に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
69
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
の
先
決
処
分
案
件
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
制
度
改
正
に
よ
る

計
上
と
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
の

基
本
設
計
委
託
費
の
繰
越
明
許
費
設

定
で
、
専
決
処
分
の
分
割
審
査
に
つ

い
て
の
調
整
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
71
号　

稲
敷
市
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
政
治
倫
理
条
例
及

び
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
委
員
会

設
置
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
各
委
員

の
報
酬
・
費
用
弁
償
を
定
め
る
も
の

で
す
。
報
酬
額
の
違
い
に
関
す
る
質

疑
が
あ
り
、
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

の
学
識
経
験
者
は
弁
護
士
や
大
学
教

授
等
の
高
収
入
者
で
、
か
つ
困
難
な

審
査
内
容
等
か
ら
考
慮
し
、
他
の
委

員
報
酬
と
調
整
し
て
決
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
72
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
は
、
下
太
田
第
2
工

業
団
地
の
分
譲
価
格
時
点
修
正
の
た

め
の
不
動
産
鑑
定
委
託
経
費
、
地
域

交
通
助
成
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助
成

経
費
の
不
足
分
を
補
う
補
正
予
算
等

で
す
。

　

議
案
第
74
号
は
公
平
委
員
会
特
別

会
計
補
正
予
算
で
、
関
係
構
成
団
体

の
職
員
２
名
か
ら
の
不
服
申
し
立
て

に
要
す
る
経
費
で
あ
り
、
質
疑
の
中

で
申
し
立
て
者
の
公
表
制
限
に
関
す

る
規
定
の
整
備
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
80
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
は
、
新
利
根
中
学
校 

屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
及
び
大
規

模
改
修
工
事
に
関
す
る
契
約
案
件
で
、

最
低
価
格
設
定
の
有
無
や
決
定
の
時

期
、
共
同
企
業
体
の
組
み
方
等
に
関

す
る
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
69
号
は
全
会

一
致
に
よ
り
承
認
、
他
の
案
件
は
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

11
月
開
催
の
定
例
議
会
に
お
い
て

当
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
、
議
案
4

件
の
審
査
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
70
号　

稲
敷
市
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
推
進
委
員
会
設
置
条
例
の

制
定
案
件
は
、
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
に
基
づ
い
た
具
体
的
方
策

検
討
機
関
と
し
て
20
名
以
内
で
構
成

す
る
委
員
会
を
設
置
す
る
為
の
条
例

制
定
で
あ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
先
進
事

例
に
関
す
る
視
察
を
行
っ
て
い
る
議

員
等
を
構
成
員
と
す
る
考
え
方
や
当

該
機
関
設
置
の
発
案
経
過
等
に
関
す

る
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
72
号
は
一
般
会
計
の
補
正

予
算
（
第
４
号
）
案
件
で
、
保
険
課

所
管
で
は
前
年
度
精
算
に
よ
る
歳
出

入
の
計
上
、
生
活
環
境
課
所
管
で
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
伴
い
難
視
聴

地
域
に
設
立
さ
れ
た
、
20
の
共
同
ア

ン
テ
ナ
利
用
組
合
へ
の
工
事
費
に
対

す
る
国
か
ら
の
充
当
補
助
金
が
主
で

す
。
委
員
か
ら
は
該
当
世
帯
当
た
り

の
負
担
額
と
不
足
経
費
に
関
す
る
確

認
が
あ
り
、
す
べ
て
の
世
帯
７
千
円

の
負
担
、
残
り
の
経
費
は
総
務
省
が

１
／
２
、
そ
の
残
額
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
負

担
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
73
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
過

年
度
精
算
に
関
す
る
補
正
予
算
で
あ

り
、
複
数
年
を
ま
た
い
で
の
精
算
事

務
の
処
理
に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
担
当
課
か
ら
は
国
で
定
め
る

制
度
に
基
づ
く
処
理
で
あ
り
、
問
題

は
な
い
こ
と
が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
79
号　

平
成
22
年
度
稲
敷

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
で
は
、

保
険
料
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
当
会
計
で
の
保
険
料
滞

納
繰
越
分
は
約
１
２
０
万
円
程
度
で

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

11
月
定
例
会
に
お
い
て
、
付
託
さ

れ
た
議
案
３
件
の
主
な
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
69
号　

専
決
処
分
の
承
認

案
件
の
う
ち
、
健
康
増
進
課
か
ら
は
、

昨
年
と
同
様
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
事
業
を
国
が
主
体
と
な
り
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
事
業
の
補
正
に
つ
い
て
、

教
育
総
務
課
か
ら
は
、
新
利
根
地
区

新
設
小
学
校
基
本
設
計
業
務
の
履
行

期
間
が
年
度
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と

に
伴
う
繰
越
明
許
費
の
計
上
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
72
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
の
う
ち
、
社
会
福
祉

課
保
護
室
で
は
、
生
活
保
護
費
の
補

正
は
、
市
内
に
無
料
低
額
宿
泊
施
設

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
申
請

が
想
定
さ
れ
る
定
員
分
を
計
上
し
た

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
教

育
課
お
よ
び
桜
川
保
育
所
、
各
給
食

セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
利
根
幼
稚
園
と

桜
川
幼
稚
園
が
来
年
１
月
か
ら
給
食

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
、
運
営

費
等
の
補
正
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
77
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
職

員
構
成
の
変
更
に
伴
う
関
係
経
費
に

関
す
る
補
正
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

当
委
員
会
へ
は
、
５
議
案
が
付
託

さ
れ
、
11
月
22
日
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
議
案
の
主
な
審
査
経
過
を
報

告
し
ま
す
。

　

議
案
第
72
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
で
は
、
各
課
か
ら
の

補
正
内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
所
管
で
は
、
本
市
に
は

宝
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
圏
央
道
も
開
通

し
た
の
で
、
市
単
独
の
周
遊
マ
ッ
プ

で
は
な
く
広
域
的
な
も
の
が
必
要
で

は
な
い
か
等
、
市
の
活
性
化
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
75
号　

農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

で
は
、汚
泥
処
理
を
行
っ
て
い
る「
元

気
館
さ
く
ら
が
わ
」
の
稼
働
率
に
つ

い
て
質
疑
が
出
さ
れ
、
当
施
設
は
旧

桜
川
地
内
に
設
置
し
て
あ
る
農
業
集

落
排
水
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥

を
処
理
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
施
設

の
た
め
、
現
在
、
稼
働
率
は
約
90
％

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
81
号
市
道
路
線
の
認
定
で

は
、
私
道
の
補
修
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
大
が
か
り
な
整
備
は
で
き
な

い
が
、
現
地
調
査
の
う
え
、
穴
埋
め

等
出
来
る
も
の
は
補
修
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
課
審
査
終
了
後
、
下
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
23
年
度
は
使
用
料

金
改
定
の
予
定
で
あ
る
が
、
現
時
点

で
は
料
金
改
定
は
行
わ
ず
加
入
率
の

向
上
、
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を
行

い
、
回
収
率
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
の
５
議
案
は

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０-

０
７
９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　

☎
０
２
９
９-

７
８-

３
３
９
０
（
直
通
）

　市議会は、傍聴できます。

　この１１月定例会では、会期中延べ１０人、

１２月の臨時会には６人の皆さまが来場し、

議場内で傍聴されました。

　また、当初から、庁舎１階ロビーにある

テレビで議会中継を傍聴される方もおりま

した。
☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

3 1 日火となります。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎
定

例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

開
会
予
定
日
の
10
日
前
ま
で
に
受
理

さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定
例
会
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
提
出

さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定
例
会
に
付
議

さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、２月

２３日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

新
・
正
副
議
長
決
定

　

稲
敷
市
議
会
議
員
の
改
選
に
よ
り
、

去
る
平
成
23
年
1
月
13
日
に
開
催
さ

れ
た
第
1
回
組
合
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
に
稲
敷
市
の
黒
田
正
議
員
、

同
じ
く
副
議
長
に
伊
藤
均
議
員
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

副
議
長
に
就
任

　

前
記
と
同
じ
く
、
稲
敷
市
議
会
議

員
の
改
選
に
伴
い
、
去
る
平
成
22
年
12

月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
組
合

議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
副
議
長
に
稲

敷
市
の
柳
町
政
広
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

広
域
組
合
議
会・役
職
者

伊 藤　 均

黒 田　 正柳 町 政 広


